
規

則

平成™™年Ÿ月˜�日 月曜日 第œš��号官 報

特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

十
二
条
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び

製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十

二
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事

業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
改

め
る
。

第
二
百
十
八
条
第
一
項
第
四
号
中
「
株
式
会
社
日
本

政
策
金
融
公
庫
法
第
五
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」

を
「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
五
十
九
条
第

一
項
（
駐
留
軍
等
の
再
編
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特

別
措
置
法
第
二
十
二
条
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製

品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法

律
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。）及
び
第
二
項
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製

品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法

律
第
三
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
中
「
又
は
高
等
専

門
学
校
」
を
「
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
」
に
、「
又
は

工
学
」
を
「
若
し
く
は
工
学
」
に
、「
又
は
助
教
授
」
を

「
若
し
く
は
准
教
授
」
に
改
め
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省

令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
財
務
及
び
会
計
に
関
す

る
省
令
（
昭
和
五
十
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」

に
改
め
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関

す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等

に
関
す
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
中
「
又
は
高
等
専

門
学
校
」
を
「
若
し
く
は
高
等
専
門
学
校
」
に
、「
又
は

工
学
」
を
「
若
し
く
は
工
学
」
に
、「
又
は
助
教
授
」
を

「
若
し
く
は
准
教
授
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
で
準
用
す
る
冷
凍
保

安
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
」
を
「
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
二
十
一
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
で

準
用
す
る
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
第
三
十
二
条
第
一

項
」
を
「
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
三
十
二
条
」
に

改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
で
準
用
す
る
一
般
高
圧
ガ
ス

保
安
規
則
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
に
お
い
て
準
用

す
る
同
令
第
三
十
一
条
」
に
改
め
、同
項
第
四
号
中「
で

準
用
す
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
第
十
五
条
第
一

項
」
を
「
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
十
五
条
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
第
四
号
イ
及
び
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項

第
四
号
イ
中
「
又
は
」
を「
の
氏
名
及
び
略
歴
並
び
に
」

に
改
め
、「
及
び
略
歴
」
を
削
り
、「
並
び
に
そ
の
構
成
割

合
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
及
び
構
成
割
合
」
に
改
め

る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
で
規
定
す
る
」
を

「
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
四
十
条
第
二
項
か
ら
第

四
項
ま
で
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、同
項
第
二
号
中「
で

規
定
す
る
」
を
「
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
七
十
七

条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
で
規
定
す
る
」
を
「
に
お
い
て
準
用

す
る
同
令
第
七
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規

定
す
る
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
で
規
定
す
る
」

を
「
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
三
十
四
条
第
二
項
か

ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
四
号
イ
、
第
三
十
六
条
第
四
号
イ
、

第
四
十
七
条
第
四
号
イ
、
第
五
十
七
条
第
四
号
イ
及
び

第
六
十
六
条
の
三
第
四
号
イ
中
「
又
は
」
を
「
の
氏
名

及
び
略
歴
並
び
に
」に
改
め
、「
及
び
略
歴
」を
削
り
、「
並

び
に
そ
の
構
成
割
合
を
記
載
し
た
書
面
」
を
「
及
び
構

成
割
合
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
及
び
様
式
第
十
六
中
「
又
は
業
務
の
範

囲
」
を
「
及
び
業
務
の
範
囲
（
業
務
の
範
囲
が
限
定
さ

れ
る
場
合
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
六
及
び
様
式
第
三
十

五
の
二
中
「
範
囲
」
を
「
業
務
の
範
囲
（
業
務
の
範
囲

が
限
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
十
六
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
容
器
保
安
規
則
第

八
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則

第
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
定
め
る
ガ
ス
を
充
て
ん

す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
ス
ク
ー
バ
用
継
目
な
し
容

器
に
な
さ
れ
て
い
る
刻
印
は
、
当
該
容
器
の
外
面
に
そ

の
旨
の
表
示
（
記
号

Ｓ
Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ａ
）
を
明
示
し
た
場

合
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
（
当
該
日
に

お
い
て
容
器
検
査
合
格
月
又
は
容
器
再
検
査
合
格
月
の

前
月
の
末
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
一
月
を
経
過
し
て
い

な
い
容
器
に
あ
つ
て
は
、
一
年
一
月
を
経
過
し
た
日
）

ま
で
の
間
は
、
容
器
保
安
規
則
第
八
条
第
一
項
又
は
第

三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
四
十

五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

な
さ
れ
た
刻
印
と
み
な
す
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に

関
す
る
省
令
第
十
四
条
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十

五
条
、
第
三
十
六
条
、
第
四
十
七
条
、
第
五
十
七
条
及

び
第
六
十
六
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

人
事
院
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民

間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の

人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
二
一
e

〇
e

四

人
事
院
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間

の
人
事
交
流
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
二
一
e

〇
（
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人

事
交
流
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

六

交
流
派
遣
予
定
職
員
（
交
流
派
遣
を
し
よ
う
と
す

る
日
前
二
年
以
内
に
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
、
検
事
総
長
、
次
長
検
事
、
検
事
長
若
し
く

は
検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
七
十
六
号
）
別
表
検
事
の
項
五
号
の
俸
給

月
額
以
上
の
俸
給
を
受
け
る
検
事
又
は
特
定
独
立
行

政
法
人
の
職
員
で
あ
っ
て
そ
の
職
務
と
責
任
が
指
定

職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
相
当
す
る
も
の

と
し
て
人
事
院
が
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
職
員
に
限

る
。）に
係
る
当
該
交
流
派
遣
予
定
職
員
を
交
流
派
遣

の
期
間
の
満
了
に
よ
り
職
務
に
復
帰
し
た
後
継
続
し

て
勤
務
さ
せ
、
及
び
当
該
交
流
派
遣
予
定
職
員
の
交

流
派
遣
に
よ
る
経
験
等
を
生
か
す
た
め
の
当
該
交
流

派
遣
予
定
職
員
の
配
置
そ
の
他
の
人
事
等
に
関
す
る

方
針附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
国
と
民
間
企
業
と
の
間
の
人
事
交
流
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
二
一
e

一
（
交
流
基

準
）の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
二
一
e

一
e

四

人
事
院
規
則
二
一
e

一
（
交
流
基
準
）
の
一
部
を

改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
二
一
e

一
（
交
流
基
準
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
警
察
庁
を
」
を
「
国
際
平

和
協
力
本
部
、
日
本
学
術
会
議
、
警
察
庁
、
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
、
最
高
検
察
庁
、
国
税
不
服
審
判
所
、
農
林

水
産
技
術
会
議
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
国
土
地
理
院

及
び
海
難
審
判
所
を
」
に
、「
及
び
警
察
庁
」
を
「
、
公
正

取
引
委
員
会
事
務
総
局
、
警
察
庁
、
国
税
不
服
審
判
所
、

中
央
労
働
委
員
会
事
務
局
、
原
子
力
安
全
・
保
安
院
、
国

土
地
理
院
及
び
海
難
審
判
所
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三

号
を
加
え
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
九
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）

第
二
十
条
第
五
項
、
第
二
十
条
の
五
第
一
項
、
第
三
十
五

条
第
四
項
、
第
五
十
八
条
の
十
二
第
二
項
、
第
五
十
八
条

の
十
八
、
第
五
十
八
条
の
三
十
の
二
第
一
項
、
第
五
十
八

条
の
三
十
の
三
第
一
項
、第
五
十
八
条
の
三
十
一
第
一
項
、

第
五
十
八
条
の
三
十
二
第
一
項
、
第
五
十
八
条
の
三
十
四

及
び
第
五
十
九
条
の
三
十
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
容
器
保
安
規
則
等

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
八
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

容
器
保
安
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省

令
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
七
号
の
四
中
「
空
気
」
の
下
に
「
又
は

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業

省
令
第
五
十
三
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
定

め
る
ガ
ス
」
を
加
え
る
。

（
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
呼
吸
用
の
ガ
ス
で
あ
つ

て
、
当
該
ガ
ス
中
の
酸
素
及
び
窒
素
の
容
量
の
合

計
が
全
容
量
の
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
、
か

つ
、
酸
素
の
容
量
が
全
容
量
の
二
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
も
の
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

別
表
第
一
第
七
項
第
五
号
及
び
別
表
第
三
第
三
項
第

十
六
号
下
欄
中
「
巻
尺
そ
の
他
の
測
定
器
具
を
用
い
た

測
定
」
を
「
目
視
」
に
改
め
、「
又
は
図
面
」の
下
に「
そ

の
他
の
書
面
」
を
加
え
、
た
だ
し
書
を
削
る
。
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